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＜連絡事項＞

・医師代行入力時、処方画面の「薬剤情報提供」のチェックを忘れずに外してください。
＜患者様連絡事項＞
・犹守　佑太様～明日より服薬自己管理１日分開始となります。準夜帯でセットするよう
にしてください。
・船田　泰子様～今月発注伝票での買い物は月6千円となっています。旦那様は11/30に青森労災病院へ入院予定だそうです。今月は28日に来院予定となっています。その際に八戸生協診療所の入院証明書を渡してください。本日原Ｄｒ診察しており、フェントステープの減薬をすすめていますが、本人は難色示しているため2mgで継続となります。
・向平　希様～臨時薬リフレックス(15)1T　1×就床前から(10)1T　1×夕後へ変更となり、７日分処方となっています。
・竹洞　聡様～青明舎スタッフ(森さん)、三國PSW、病棟スタッフ(神林)で退院後の就労について面談を行っています。青明舎からは時間を守る、飲酒しない、約束を守る(前回勝手に仕事を探し面接に行く等)こと、生活リズムを整え健康管理を行うことが大切であること説明しています。デイケア利用について本人は乗り気ではない様子あるが、就労するためには必要な訓練であること説明し納得したような返答している。退院後は就労開始までに時間がかかるため、就労開始となるまでデイケアに通いながら生活リズムを整えていく。(入院中にデイケアの体験利用を行っていく予定)退院後はハローワークに障害者登録しA型雇用で継続して仕事をできるようにしていくことになっています。
＜安ヶ平Ｄｒ.診察情報＞

・佐々木　悦子様～まとまりなく多弁に話をし、妄想発言も聞かれています。ＡＺ点眼液の希望あり1本処方となっています。
・中山　真由美様～「カロナールより早く薬ってありませんか？」と訴えあり、頭痛時カロナール1Ｔ→ロキソプロフェン（60）1Ｔ　（1日1回まで使用可）へ変更となっています。診察中は穏やかの話をしていますが、診察前後はやや表情険しくしています。
・長谷川　陽一様～気分は安定しているとハキハキと答えています。自分で洗濯をするようになり母の面会回数が減ってきている事や、昨日父から差し入れがあったことなど話しています。他者から物を貰おうとしたりにやつき多いこと情報提供していますが、薬剤は現在のまま様子をみることとなっています。
・坂本　のり子様～降圧剤は継続して服用し経過をみていくこととなっています。　疼痛や不調の訴えはない。
・菅井　浩子様～死にたいと言う気持ちはないと言うが「注射で死ななければならないんですか」と表情暗くして話しています。時々机に伏せる様子見られています。就寝前に薬剤が強いと訴えあるが先週より減薬となっているため様子をみるよう説明されている。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～活動には参加していますが、途中で見学しています。妄想に左右された発言や不調ありません。排便状況観察していきましょう。傾眠傾向のため日中の活動を促していきましょう。
・松永　勘五郎様～治験評価し、疎通性や反応性良好で、環境の変化に関しての訴えはありません。各プログラムも参加出来ています。
・松川　順子様～食事は全量摂取しており、捕食も摂取出来ています。治験評価時は不安感や緊張感が強く、幻視様の発言も聞かれています。自室で過ごしている事が多いですが、洗濯や入浴などは見守りで行う事が出来ています。明日よりメイバランス4本から3本へ変更となっています。
・向平　希様～8:25頭痛を訴え継続指示ロキソプロフェンＮａ(60)1Ｔ服用。朝食は牛乳のみ。昼食は1/3のみ。午後には不安を訴えロラゼパム(0.5)2Ｔ服用しています。不安の理由については話さず、自室にいることが多いです。
・夏坂　浩美様～治験評価時は「(継続指示薬は)何となく飲んでいる」と話しており、ほぼ毎日服用していることを話しています。各プログラムには参加できており、夜間も休めています。
・下川戸　長司様～血圧高値ですが、担当医よりあと1週間経過をみるように説明受けています。就床前薬のファモチジンは飲みきり止めとなっています。
・大久保　すい様～昨日浣腸施行するも反応便確認できていません。食事は摂取出来ており、嘔気や嘔吐ありません。腹部膨満ありますが緊満はありません。担当医へ報告し、ＩＦオーダーで対応するよう指示がでています。
